










目的として平成 10 年 4 月に設立されました。その後、平成 12 年 2 月に本館が
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プロジェクト名 1 21 世紀型顧客ニーズ瞬時製品化対応新生産方式の創出
プロジェクトリーダー名|大見忠弘
I. プロジェクトの開発研究成果の社会(地域・日本・世界)、経済、産業への還元状況
























2. 発明、特許権その他の知 I (優れている点)
的財産権の状況につい| 半導体の製造方法や装置に関する特許を中心にH17 年から H















3. 各種表彰・賞・新聞報道、 I (優れている点)
招待講演の状況につい| 紫綬褒章、内閣総理大臣賞、仙台市功労賞など国内の評価の高
て |し、賞を受賞しているとともに、 IEEE 電子デ、パイスソサイェティ
の賞など海外の賞も受賞し国際的に高い評価を受けている。招待











59 件の論文発表が登録されており(内 15 件が著名な国際学術
雑誌への掲載)高いレベルの論文が多い。また、論文引用数は 539
件(引用回数が出版論文数の約 10 倍)に上り、この点からも発
表内容の新規性と独創性が立証されている。 H17 年から H19 年
















































総括 11 I (優れている点)
外部資金の獲得状況と、その資| 外部資金の獲得状況は高く評価される。 H17 年から H19 年 7
金が十分に活用されているか|月の期間では、民聞から 49 件、 1182.3 百万円、固から 29 件、 1209.4















1 開発研究の進捗状況(当 I (優れている点)





















毎年 50 人を超える受託研究員、 8 ""'-'15 人の博士号取得を出し
ていること、特に多くの社会人にドクターを出していること(博
士号取得者総数 47 名中、 36 名が社会人)から研究者の育成状況
は優れていると考える。多くの人材を受け入れ優秀な研究者とし
て育成し毎年毎年実に多くの人材を世に送り出していることは高


























































































































2. 発明、特許権その他の知 I (優れている点)









3. 各種表彰・賞・新聞報道、 I (優れている点)
































































































































1 民間企業への技術移転進 I (優れている点)
捗状況について |・ 現在進行中のヤマハ株式会社との共同研究「医学的音楽療法







評価: 。他に優れる / 他に劣る
2 発明、特許権その他の知 I (優れている点)












評価: 。他に優れる / 他に劣る




評価: 。他に優れる / 他に劣る
つ山














































































評価: 他に優れる / 0他に劣る
(優れている点)
上記 1. -3. までの評価に基|・ 当初の研究課題『音楽とウエルネスj W医療としての音楽療法





































































2. 発明、特許権その他の知 I (優れている点)

























































総括 1 I (優れている点)


































総括 n I (優れている点)
外部資金の獲得状況と、その資| 産学連携研究を目的として民聞からの委任経理金が約 3.5 億
金が十分に活用されているか I (年間 7 千万、 5 年間)投入されている。プロジェクト予算が安
の観点から評価すること。 I 定して投入されていることと、予算が物っくりに有効活用されて
いる点は評価できる。












































































上記 1. .. 3. までの評価に基| 課題設定されている、新医療技術、医療機器開発、機能性食品
づき当初の開発研究計画の進|探索・飲料開発はバランスよく研究が進められており、評価でき





























































































































































































































































で終わらせるべきではないと考えられる。この光源の開発をフェーズ 1 とすれば、フェーズ 2 は




































































































































































うひと工夫」が求められるという点で r 2 J とする。
E. プロジェクトの研究費の実績






















1 開発研究の進捗状況(当 I (優れている点)
初の開発研究計画に照ら|・ 相互理解指向対話の実践、深い理解指向対話の実践の両者に
した開発研究の進捗状| ついては計画通りの成果をあげている。計画段階では「直ちに

























上記 1. -3. までの評価に基
づき当初の開発研究計画の進
捗状況を中心に評価すること。


























































































1 .民間企業への技術移転進 I (優れている点)














2 発明、特許権その他の知 I (優れている点)







































































総括 11 I (優れている点)
























































































































1 日時 平成 19 年 11 月 19 日(月)午後 1 時から午後 6 時 30 分まで
2 場所 東北大学東京分室
東京都千代田区丸の内 1 丁目 7番 12 号サピアタワー10 階









中間評価:プロジェクトリーダ一発表 10 分、質疑応答 10 分、討議5分
最終評価:プロジェクトリーダ一発表 10 分、書面審査代表報告 5分、質実方芯








































横山研 。飯塚尚和 株式会社インテリ〆ェン卜・コスモス研知紛存 知的クテスター事業描隼室・音脹

















時 間 次 ，弟. Ir 等
I 13:00-13:01 (1) 開会及びセンター長挨拶
13:01-13:02 (1) 委員の紹介
13:02-13:10 (8) 委員長の選出及び評価方法の説明
13:10-13:20 ! (10) I 発表(リーダー)
(ω2の) r-寸 一寸1:石園3i
I---:-::::----~:.::-:-+-;~::.，--イI (最終 トト.一一一-一一-一-一一園一一-一=一一-圃① |-23121?;?三jlQL| 5年目 )1.讐笠空豆J二.'J."二:重曹f号室杢里J一一一
13:35-13:45 ! (10) I 討議(委員及び書面審査委員)
13:45-13:50 ~ (5) I (発表準備)
-J2fE三1?;?2.j斗旦J 北村教授!竺主目二ぎ二
( I 14:00-14:10 ! (10) I (中間質疑(委員、リーダー)
I 3年目14:10-14:15 (5) ù "'T"I=I/!討議(委員)
14:15-14:20 l (5) 1 (発表準備)
-J221zl生~~-J--~!9!-_1山中教授|きき: (1)二空ごとー園開
( I 14:30-14:40 ! (10) I (中間質疑(委員、リーダー)
1---1-;~--1 3年目
14:40-14:45 (5) I l 討議(委員)
14:45-1仰 j (5) 1 (発表準備)
14:50-15:00 ! (10) I 発表(リーダー)
15高二7551一石--1 植松教授 i-al--{j正面言蚕蚕蚕了一④卜一一一一一一」一一一I (最終:一 15主;巴士♂15王?主d竺E三-Ji上j L-一斗園
1ほ5丘: 1悶5-15丘:25ο10ω) I 討議(委員及び書面審査委員)
15:25-15:35 1 (10) 1 休憩(発表準備)
15:35-15:45 ! (10) I 発表(リーダー)
-1335二 15:百r--(-5)--1 市江教授|詰苔{i正面蕃蚕蚕亘・E・
⑤ト一一一一一一←一一ーI (最終:-jffEzlE?2.jl旦| 5年目竺笠金旦Jご.'J."二:宣曹空室杢里j一一ー
16:00-16:10 ! (10) I 討議(委員及び書面審査委員)
16:10-16:15 ! (5) 1 (発表準備)
16:15-16:25 ! (10) I 発表(リーダー)
-7635二7ぶ30-r--(-5)--1 河野教授 r-~~-~-(吾面曇蚕蚕蚕了一
⑥|一一一一一一-4一一一I (最終一一一一ー二16:30三lE?2.jl旦| 5年目竺笠空豆... 1)二主二:宣曹雪空空旦J
16:40-16:50 (10) I 討議(委員及び書面審査委員)
16:50-16:55 j (5) 1 (発表準備)
16:55-17:05 (10) I 発表(リーダー)
-7735二7ZiU一石一|横山教授 iEhE{蚕面言蚕蚕~)一一-----­
⑦卜一一一一一一」-EE---| (最終:.1122212?2.j斗9!_J '5年目空豆空里... 1)-士三二:宣曹雪至歪旦)
17:20-17:30 ! (10) I 討議(委員及び書面審査委員)
17:30-17:40 1 (10) 1 休憩
(3) I 17:40-18:30 l (50) I 討議及びまとめ(評価委員)












成平規? ? ? ?
(趣旨)
第 1 条 この規程は、東北大学未来科学技術共同研究センター(以下「センター」とい
う。)の組織及び運営について定めるものとする。
(目的)





















4 センター長の任期は、 2 年とし、再任を妨げない。
(副センター長)















第 7 条 センターに、その組織、人事、予算その他運営に関する事項を審議するため、
運営専門委員会を置く。
(運営専門委員会の組織)



































第 15 条 センターの事務については、国立大学法人東北大学事務組織規程(平成 16
年規 151 号)の定めるところによる。
(雑則)
第 16 条 この規程に定めるもののほか、センターの組織及び運営に関し必要な事項は、
センター長が定める。
附則
1 この規程は、平成 10 年 4 月 9 日から施行する。
2 この規程の施行後最初に委嘱される専門委員の任期は、第 15 条本文の規定にかか
わらず、平成 12 年 3 月 31 日までとする。
3 東北大学未来科学技術共同研究センター(仮称)設置準備委員会規程(平成 9 年規
第 76 号)は、廃止する。
附則(平成 10 年 6 月 9 日規第 117 号改正)
1 この規程は、平成 10 年 6 月 9 日から施行する。
2 この規程の施行後最初に委嘱される東北アジア研究センターに係る次の各号に掲
げる委員の任期は、東北大学留学生センタ一規程第 11 条第 1 項本文の規定及び東北
大学学際科学研究センタ一規程第 14 条第 1 項本文の規定にかかわらず、当該各号に
定めるとおりとする。
留学生センター運営委員会委員 平成 12 年 3 月 31 円まで
二 学際科学研究センター運営委員会委員 平成 11 年 3 月 31 日まで
附員u (平成 12 年 3 月 31 日規第 55 号改正)
この規程は、平成 12 年 4 月 1 日から施行する。
附則(平成 13 年 3 月 31 日規第 74 号改正)
この規程は、平成 13 年 4 月 1 日から施行する。
附則(平成 14 年 4 月 16 日規第 128 号改正)
この規程は、平成 14 年 4 月 16 日から施行する。
附則(平成 14 年 7 月 16 日規第 135 号改正)
この規程は、平成 14 年 7 月 16 円から施行する。
附則(平成 15 年 9 月 16 日規第 98 号改正)
この規程は、平成 15 年 10 月 1 日から施行する。
附則(平成 16 年 4 月 1 日規第 198 号改正)
この規程は、平成 16 年 4 月 1 日から施行する。
附則(平成 17 年 4 月 1 日規第 82 号改正)
この規程は、平成 17 年 4 月 1 日から施行する。
附則(平成 17 年 12 月 27 日規第 186 号改正)抄
1 この規程は、平成 18 年 1 月 1 日から施行する。















附則(平成 19 年 4 月 1 日規第 71 号改正)






制定平成 10 年 4 月 9 日
(趣旨)





第 2 条 研究プロジェクト評価委員会は、東北大学の教員以外の学識経験者による委員
若干人をもって組織する。
(委員長)
第 3 条 研究プロジェクト評価委員会に委員長を置き、委員の互選によって定める。
2 委員長は、会務を総理する。
(委嘱)
第 4 条 第 2 条に掲げる委員は、センター長が委嘱する。
(雑則)




この内規は、平成 10 年 4 月 9 日から施行する。
附則(平成 12 年 4 月 1 日改正)
この内規は、平成 12 年 4 月 1 日から施行する。
附則(平成 16 年 4 月 1 日改正)
この規則は、平成 16 年 4 月 1 日から施行する。
附則(平成 17 年 4 月 26 日改正)
この内規は、平成 17 年 4 月 26 日から施行する。
? ?? ?
東北大学未来科学技術共同研究センター研究プロジェクト評価要項
(平成 16 年 4 月 1 日制定)
(趣旨)
第 1 条 この要項は、東北大学未来科学技術共同研究センタ一規程(平成 16 年 4 月 1
日規第 198 号)第 13 条及び東北大学未来科学技術共同研究センター研究フ。ロジェク




第 2 条 東北大学未来科学技術共同研究センターの設立目的を十分達成するため、開発
研究部等の研究プロジェクト評価は、研究開始後 2 年を経過した開発研究プロジェク
ト(以下「プロジェクト」という。)の開発研究成果の評価を中心に、原則として、










第 4 条 委員の任期は委嘱した日から当該年度の末日までとし、その欠員が生じた場合
の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。
2 評価協力者の任期は 1 年以内とする。
3 委員及び評価協力者は再任されることができる。
(秘密を守る義務)








第 6 条 委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、委員長があらかじめ指
名する委員が、その職務を行う。
(評価の対象及び評価事項)













3 本条第 1 号に規定する自己評価報告書に関する細目は、センター長が定める。
(研究プロジェクト評価結果の運営専門委員会への報告)
第 9 条 センター長は、研究プロジェクト評価結果に意見を附した上で、運営専門委員
会へ報告するものとする。
(研究プロジェクト評価報告書の公開)
第 10 条 センター長は、前条による研究プロジェクト評価結果の報告の後、研究プロ
ジェクト評価報告書を作成し、外部に公表するものとする。
(庶務)
第 11 条 研究プロジェクト評価委員会及び研究プロジェクト評価に関する庶務は、未
来科学技術共同研究センタ一事務部において処理する。
(雑則)
第 12 条 この要項に定めるもののほか、研究プロジェクト評価に関し必要な事項は、
センター長が定める。
附則
この要項は、平成 1 6 年 4 月 1 日から施行する。
-63-

